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『欲望 とい う名 の電車』

一 ブランチと南部 一

吉 成 怜 子
〔抄 録〕

『欲 望 とい う名 の 電 車 』(AStreetcarNamedDesire,1947)は 、 い う まで もな くテ ネ

シー ・ウ ィ リア ム ズ(TennesseeWilliams,1911-83)の 代 表 作 で あ る。 ヒ ロイ ンで あ る

ブ ラ ンチ(Blanche)に つ い て 彼 は、 「ブ ラ ンチ はわ た しだ」(1)と自 らが 語 った よ う に、

さ なが らブ ラ ンチ を彷 彿 と させ る よ うな アル コ ー ル 中毒 、 男 性 遍 歴 な どの諸 行 は 、 決

して 社 会 に受 け 入 れ られ そ う もな か った 。 ウ ィ リ アム ズ が 演 劇 界 の 巨 人 で あ りなが ら、

異 端 者 と して 生 きて なお 、 彼 が 究 極 的 に求 め 続 け た もの は、 ア メ リカ南 部 に育 まれ た

繊 細 で 優 雅 な心 情 へ の 愛 着 だ っ た 。 わ れ わ れ現 代 人 は経 済 的 発 展 を追 い求 め る あ ま り、

と もす れ ば他 者 へ の優 しさ や思 い や りな どを な い が し ろ に して きた。 そ の憂 い を ブ ラ

ンチ の た っ た 一 人 の 戦 い と して 、 ウ ィ リ ア ム ズ は この 作 品 を執 筆 した と もい え る 。 そ

の ブ ラ ンチ の 負 け 戦 だ と知 りな が ら戦 う姿 を本 論 で は 検 証 して ゆ きた い。

キ ー ワ ー ド ブ ラ ンチ 、 ア メ リ カ南 部

はじめに

文学作品を分析する上で、背景となる時代、社会環境 を知った上で、作家自身の問題意識を

探求することは、重要な要素だと考える。それを考慮するとき、本作品はアメリカ南部という

背景 をぬきにしては、成立 しえない作品である。 とくに、ヒロインのブランチは南部美人その

ものであり、アメリカ南部の象徴その ものだ といっても過言ではない。

アメリカ南部、それはアメリカで もっとも古い地域 に属する誇 り高い地域である。(2)ジョー

ジア州、アラバマ州、 ミシシッピー州、ルイジアナ州などは黒人奴隷の労働力によって支えら

れて、綿花栽培で財をなした一握 りの白人だけが貴族的社会を築いてきた。それは、南部が植

民地として第一歩を踏んで以来、農業を中心 としたヨーロッパ中世の封建社会のような構造を

なしていた。前述の一握 りの白人プランターを頂点として、次に少数の黒人奴隷を有する自営

農民、最下層にプァ ・ホワイ トと呼ばれる農民 というヒエラルキーで構成されていた。それだ

けに古い因習や文化が、他のアメリカの地域 とは違った形で生 き続けてきた地域でもある。南

部の歴史は、北部や西部の経済的発農や成功、進歩などとは反対に、貧困、敗北、後退 といっ
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た 常 に陽 の 当 た らな い 道 を歩 ん で きた。 そ れ らの 歴 史 的 な経 験 に よっ て 、 南 部 社 会 は異 質 な性

格 を も っ た地 域 と して 、 ア メ リカの 中 の外 国 とい われ る よ う な、 独 特 の 雰 囲 気 をか も しだ して

い る。暴 力 、 人種 差 別 とい っ た 言葉 に代 表 さ れ る南 部 は、 「アメ リ カの恥 」 と さえ言 わ れ続 け て

きた 。 こ の作 品 の 舞 台 と な って い るニ ュ ー オ ー リ ア ンズ は、 ル イ ジ ア ナ 州 南 東 部 にあ る大 都 市

で 、 特 に南 部 で も 「深 南 部 」 と呼 ばれ る南 部 色 の 濃 い 地 域 で あ る。 しか し、 この作 品 の ニ ュ ー

オ ー リ ア ンズ の フ レ ンチ ・ク ォー ター の エ キ ゾ チ ッ ク な古 い町 並 み や、 現 代 離 れ の した ゆ っ た

り と した 生 活 の テ ンポ か ら、 そ うい った 南 部 の姿 は想 像 しが た い。 ウ ィ リア ム ズ は 、 そ ん な 南

部 の 印象 を次 の場 景 か ら垣 間見 る こ とが で きる。

Youcanalmostfeelthewarmbreathofthebrownriverbeyondtheriverwarehouse

withtheirfaintredolencesofbananasandcoffee.(s>

作 者 が 若 い こ ろ幾 度 も住 居 を転 々 と しなが ら も、 な お 愛 して や ま なか っ た ニ ュ ー オ ー リ ア ンズ

こそ 、 ウ ィ リ ア ム ズ の創 作 の 息 吹 が ほ とば しる場 所 で あ る。 そ れ は、 白人 も黒 人 も ヒス パ ニ ッ

ク系 住 民 も奇 妙 に融 和 し、 地 域 に生 き生 き と生 活 を営 ん で い る様 子 か ら、 他 の 地域 と異 な っ た

趣 の あ る 町 と、 作 品 の な か で描 写 して い る。

Twowomen,onewhiteandonecolored,Iaretakingtheaironthestepsofthe

building.ThewhitewomanisEunice,whooccupiestheupstairsflat;thecolored

womanan吻hbor,プ'orハlewOrleansisacosmopolitanc吻wherethereisarelatively

warmandeasyinterminglingofracesintheoldpartoftown.(4)

ニ ュ ー オ ー リ ア ン ズ は ウ ィ リア ム ズ が 同 性 愛 者 と して 生 き る こ と を排 斥 さ れ た り、 干 渉 さ れ る

こ とが なか った 町 だ っ た の で は あ る まい か 。 そ れ に対 して 、本 作 品 の な か でユ ー ニ ス(Eunice)

の言 葉 か ら も語 られ て い る よ う に、 ミシ シ ッ ピー 州 の 「白 い 円柱 の あ るお 屋 敷 」(5>がブ ラ ンチ

とス テ ラ(Stela)姉 妹 の生 を うけ た場 所 で あ った 。 そ れ こそ、 黒 人 奴 隷 の労 働 力 の 汗 の 賜 物 だ

とい わ ん ば か りの 生 家 の描 写 で あ る 。 宗教 色 濃 い 地域 で あ りなが ら黒 人 を排 斥 し、 白 人 優 越 主

義 を押 し通 して き た の が南 部 で あ る 。 ウ ィ リ ア ム ズ 自身幼 少 の 頃 、 祖 父 の牧 師館 に い た 黒 人 女

性 の メ イ ドに 親 しみ を感 じて い た こ とか ら、 純 然 た る 白 人社 会 よ りも ニ ュ ー オ ー リア ンズ の人

種 混 交 した社 会 に居 心 地 の よ さを 感 じて い た の だ ろ う。 と はい え、 親 しみ やす さ や 、住 み や す

さ とい っ た 陽 の 部 分 ば か りを この作 品 で は 描 い て は い な い 。 陰 の 部 分 で あ る南 部 社 会 に 潜 む暴

力 を、 ウ ィ リ ア ムズ はつ ね に感 じて い た に ち が い ない 。 この作 品 か ら後 に発 表 した 、 『地 獄 の オ

ル フ ェス 』(OrpheusDescending,1957)で は、 暴 力 を鋭 く描 い て い る。 そ こで は、 主 人 公 で あ

る ヴ ァル(Val)が 、 深 南 部 の 雑 貨 店 の 女 主 人 マ イ ラ(Myra)と 結 ば れ る が 、 そ の た め 彼 女 は
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夫に射殺され、ヴァルもその町の人々の火刑のリンチを受け、殺 されてしまう。

ウィリアムズの著作以外に、過去 に存在 した暴力や人種差別問題を扱った小説や映画、ある

いは新聞、デレビの報道などで南部は、決して良い印象 をわれわれに与えていないのも事実で

ある。

しかしなが ら、南部社会 には、`SouthernHospitality'と いわれる他人に対する親切や思い

や り、気配 りなどは、アメリカ人が遠い昔に地域社会が大切に育んできた美徳であり、それを

そのまま継承してきたのが南部である。この劇のヒロインであるブランチもまた、南部社会で

培った美徳であるそれ らを身に着けた淑女の一人である。ともあれ、良きにつけ、悪 しきにつ

け、南部は、アメリカの他の州とは異なる特色をもった地域であるといえる。

1.ス テラとの確 執

厂白い円柱のあるお屋敷」に育ったブランチは、土地を食い潰した一族の乱行三昧の後始末

と、その後の一族の死者の葬儀を一人でこなしてきた。その頃にはすでに妹ステラは家を出て

スタンリー(Stanley)と 結婚していた。自立できそ うもないブランチが頼 りにしたい妹 さえそ

ばで支えて くれない。ステラが家 を見捨てたとな じるブランチだが、 しか し、ベル ・リーブ

(BelleReve)の 邸宅をステラのように捨てることができない。それは、滅びゆく南部上流階級

にすがって生きることが、彼女には心地よかった。他者に接するときのやさしさや、気遣 う気

持ちを大切にする心、それは人を傷つけることもなかった。しかし心地よさは同時に、現実の

厳 しい世界に放 り出されると、強 く生きてはいけない。そんな人間同士の暖かい環境それは過

去の遺産 となってしまって も、彼女は古 きよき時代 を夢みたいと思う。人問のやさしさで包ま

れた環境の中でのみ、彼女の精神の均衡 は保たれていたのかもしれない。 しか し、その場所さ

えブランチには終のすみかではない。ベル ・リーブを去 らねばならないブランチは、依存する

他者を求めた り、飲酒でわずかに精神の均衡 を保とうとする。元来他者と適応する能力に劣る

ブランチには、ステラがあっさりと上流階級を捨てたことをなじる一方で、自己の適応性のな

さを責めている。

ステラはブランチにとって、 自分 に持ち合 わせていない適応力のある一人の女性 として、ラ

イバル視 している。同じ家庭 に育ち、 自分にはない決断力 と社会への適応力 をもつステラは、

ブランチには到底味方と思えない。

ステラとブランチの性格の相違は、顕著に現れている。ステラは堅実であり、ブランチは過

去の栄華を忘れることがで きない。ブランチとステラの姉妹は性格の相違だけでなく、結婚相

手の選択にも対照をなす。ブランチは秀才で、文学を愛する繊細な美少年のアランを夫 として

選び、他方のステラは粗野で教養のない動物的なスタンリーを選んだ。ブランチにとって、 自

分の理想像であったアランが同性愛者であ り、夫婦間の肉体的満足感は味わえなかった。他方
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の ス テ ラ は、 動 物 的 な ス タ ン リー と の 肉体 的結 合 に よっ て 、 現 実 の 貧 乏 生 活 を忘 れ る ほ ど充 実

した 生 活 を送 っ て い る。 ブ ラ ンチ が 表 面 的 に性 を嫌 悪 す る様 子 にス テ ラ は、 男 女 の精 神 的 な結

合 とは 別 の 、 肉体 的 な結 びつ きの重 要 性 を説 く。

ス テ ラ に とっ てベ ル ・リー ブ にい た 頃 の ブ ラ ンチ の 不 幸 な結 婚 生 活 を思 いや っ て、 ス テ ラ な

りの 同情 心 を持 っ て ブ ラ ンチ に い う。

STELLA:Buttherearethingsthathappenbetweenamanandwomaninthedark‐that

sortofmakeeverythingelseseem-unimportant.(6>

ブ ラ ンチ に は、 さ ま ざ ま な男 性 と の娼 婦 ま が い の生 活 を隠 して い た い た め に、 ま た ブ ラ ンチ に

と って は、 そ れ は 第二 の ア ラ ン を探 して い る の だ と 自分 自身 に も嘘 をつ き、 ス テ ラに も嘘 を つ

くた め に もス テ ラ の言 っ た 「暗 闇 」 の行 為 を肯 定 で きな い 。 そ れ に加 え て、 ブ ラ ンチ は 南 部 上

流 社 会 の 道 徳 観 や 因 習 を引 きず っ て、 どう して もス テ ラの よ う に人 間 の性 の本 能 を肯 定 す る こ

とが で きな い。 そ して ス テ ラが そ れ ら もろ もろ束 縛 を逃 れ て 、 自 由 な性 を謳 歌 して い る こ とに

苛 立 ち を覚 え る 。

肌ANCHE:Onthecontrary,Isawhimathisbest!Whatsuchamanhastoofferis

animalforceandhegaveawonderfulexhibitionofthat!Buttheonlywaytolivewith

suchamanisto-gotobedwithhim!Andthat'syourjob-notmine!(7)

そ して、 ス テ ラ は ス タ ン リー と の決 して豊 か で は な い 生 活 に満 足 し、 お ま け に 彼 の 暴 力 的 な 行

為 に も、 弁 解 を して彼 を 弁 護 す る 。

ス タ ン リー の人 間性 を 自分 と一 緒 に 罵倒 す る と思 った ス テ ラ が、 彼 を擁 護 す る立 場 に い る と

悟 っ た こ と は、 ブ ラ ンチ の 戦 い が す で に敗 北 の 兆 しを 呈 して い る 。 そ し て、 ス テ ラ を む し ろ、

相 反 す る側 に たつ 人 間 と見 な して い る 。 同 じ よ うに 南 部 の貴 族 的社 会 で 育 っ た 二 人 で あ る に も

か か わ らず 一 人残 っ た 妹 さ え、 別 の世 界 の 人 間 だ と感 じる心 情 は 、他 人 に 対 す るそ れ よ り、 な

お さ ら強 く感 じる 。

STELLA:Hesmashedallthelightbulbswiththeheelofmyslipper!

[Shelaughs.

BLANCHE:Andyou-youlethim?Didn'trun,didn'tscream?

STELLA:Iwas-sortof-thrilledbyit.[Shewaitsformoments]

Euniceandyouhadbreakfast?(8)
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ス テ ラ と ス タ ン リー との 荒 々 し く、 野 卑 に み え る 夫 婦 関係 も、 二 人 に とっ て は十 二 分 に人 生 を

謳 歌 して い る こ とに な る 。 ブ ラ ンチ が かつ て 一度 も経 験 した こ との な い 肉体 と精 神 の 満 た され

た 悦 び を、 ス タ ン リー とス テ ラ夫 婦 が 具 現 して い る 。 そ れ を 感 じな が ら も、 夫 婦 の しっか り と

結 ばれ て い る絆 の 強 さ を 、 た だ 夫 婦 間 の 肉体 だ け の 欲 望 の み で 結 ば れ て い る と理 解 す る ブ ラ ン

チ に は、 女 と して の悲 哀 が 感 じ られ る。 結 局 ブ ラ ンチ は、 精 神 と肉体 の合 一 を探 しなが ら、 ど

こ に も見 つ け る こ とは で きな か っ た こ とに な る。

2.ブ ラ ン チ の 内 面

人 間 だ れ し も、 二 面 性 を 内 に持 ち合 わせ て い るで あ ろ う。 ブ ラ ンチ の二 面 性 は、 「純 真 さ と し

た た か さ」、 「繊 細 さ と非 常 さ」、 「艶 や か さ と醜 さ」、 「教 養 深 さ と不 道 徳 」 な ど を併 せ 持 つ 。 ブ

ラ ンチ は そ の 陽 の部 分 に憧 憬 の 念 を抱 きなが ら も、 陰 の部 分 に敗 北 を 喫 す る 。 ブ ラ ンチ 自 身 は

そ の 内面 の葛 藤 に よ っ て 苦 悩 す る と き、 陰 の 部分 を他 者 か らつ きつ け られ る と、 そ れ を否 定 す

る心 情 と肯 定 しな け れ ば な ら ない 心 情 の 問 で、 だ れ か ら も救 い の 手 が差 し出 され な い こ とに寂

し さが つ の る。 そ して 自分 以 外 に解 決 で きな い 内面 の 問題 を、 他 者 に援 助 を も とめ て 解 決 し よ

う と して もで きそ う もな い。 しか し人 に は現 実 か ら逃 避 して そ の孤 立 感 を解 決 しよ う と して も、

そ こ に は な ん らか の歪 み が 生 じる。 そ れ こ そ ブ ラ ンチ が 精 神 を病 ん で は じめ て そ の 苦 悩 は消 え

る と い う皮 肉 な結 末 とな る 。 わ れ わ れが ブ ラ ンチ に 深 い哀 情 を抱 く こ とが で き るの は、 だ れ も

が ブ ラ ンチ の 中 に 自分 た ち の分 身 を発 見 した と きに共 有 す る あ の感 情 で あ ろ う。

ブ ラ ンチ が 抱 え て い た苦 悩 、 そ れ は リビ ドー とい う よ り もっ と広 い愛 情 の欲 求 が 満 た され な

い こ と に よ る苦 悩 が そ の根 底 にあ る。 そ して愛 情 の欲 求 と同 時 に、 真 の 自身 の 特 性 を認 め て く

れ る男 性 を捜 しあ ぐね て 、 娼 婦 まが い のす さ ん だ生 活 を送 る こ とに な る が、 そ こで の ブ ラ ンチ

は、 肉体 の欲 望 を抑 制 す る こ とが で きな い。 そ の性 的 欲 求 の基 底 に あ る の は 、 孤 立 す る不 安 を

避 け 、他 者 と一・体 感 を え よ う とす る欲 求 が 大 き く作 用 す る。

肌ANCHE:Yes,abigspider!That'swhereIbroughtmyvictims.

[Shepoursherselfanotherdrink]Yes,Ihadmanyintimateswithstrangerswasall

Iseemedabletofillmyemptyheartwith...Ithinkitwaspanic,justpanic,that

drovemefromonetoanother,huntingforsomeprotection‐hereandthere,inthe

mostunlikelyplaces‐even,atlast,inaseventeenyeax-oldboybut‐somebody

wrotethesuperintendentaboutit‐"Thiswomanismora皿yun血tforherposition!(9)

しか し、 ブ ラ ンチ は精 神 の 高 邁 さ を説 きな が ら、 一 方 で 肉 の欲 望 に 溺 れ る 自分 を隠 す ため に虚

言 を吐 く。 そ れが 暴 か れ る の を恐 れ て、 ま た虚 言 を繰 りか え す 。 そ れ が ます ます 孤 立 す る ブ ラ
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ンチ を生 み 出 して ゆ く。 そ して、 自身 の素 性 を 出 せ ない も どか し さは 、 人 間 同 士 の触 れ あ い の

中 で 、 つ ね に距 離 を お き、 バ リア を張 っ て 生 きな け れ ば な らな い 。 そ れ を飲 酒 に よ っ て 慰 め て

い る。 しか し、 そ れ は 一 時 的 な もの に す ぎな い 。 そ して、 ブ ラ ンチ の精 神 は狂 気 へ と変 貌 して

ゆ く。 そ れ は、 彼 女 の 生 き る社 会 の 中 で い か な る 人 間 と も一・体 に な れ な か った と い う孤 立 感 が

そ の 一 因 で あ っ た こ とは 否 め な い 。

南 部 とい うブ ラ ンチ が 育 った 環 境 は 、彼 女 の生 き方 に大 きな 影響 を及 ぼ して い る。 す な わ ち 、

南 部 の大 富豪 の貴 族 的社 会 育 ち の ブ ラ ンチ に は 醜 悪 な社 会 を甘 受 で きな い 。 そ れ は、 彼 女 の 美

徳 と して他 人へ の親 切 や お も い や り、気 配 りな ど を備 え、 そ して他 人 か ら はそ れ らの行 為 を当

然 と受 け とめ て きた 環境 に い た 。 ま た悲 劇 的 転 落 以 前 の、 特 権 的 な社 会 の 人 々 と接 して きた や

り方 を 、 変 え よ う と し な い し、 ま た変 え られ ない 。 そ の 姿 に ブ ラ ンチ の深 い 苦 悩 が み られ る 。

ブ ラ ンチ は、 ノ ス タル ジ ッ ク に古 き良 き時代 を懐 か しみ 、 また優 雅 さ を具 えた 女 性 で あ る と同

時 に、 南 部社 会 で培 っ た 立 ち居 ふ る ま い や 習慣 を変 え よ う と しな い頑 迷 さ、 そ れ が ブ ラ ンチ を

「時代 に生 き られ な い女 」 に して しま った 。

妹 ス テ ラは む しろ そ うい っ た保 守 的 な、 地域 社 会 の 中 で 身 をお く よ り、 自 由 な世 界 で 生 きた

い とい う気 持 ち か ら、 特 権 階級 の 生 活 を放 棄 した 。 た っ た一 人 の 肉 親 ス テ ラ との 溝 に よ っ て 、

ます ます ブ ラ ンチ を 異 質 な 人 問 につ く りあ げ る。 ブ ラ ンチ は登 場 す る最 初 の場 面 か らす で に 、

周 囲 と溶 け込 め な い 姿 で登 場 す る。

[Shecontinuestolaugh.Blanchecomesaroundthecorner,carryingavalise.She

lookataslipofpaper,thenatthebuilding,thenagainattheslipandagainatthe

抛 翩 伽9.Hθ γexpressionisO%θqプshockeddisbeli〔{ズHθ γappearanceZS

incongruoustothissetting.Sheisdaint吻dressedinawhitesuitewithafluffy

bodice,necklaceandearringsofpearl,whiteglovesandhat,lookingasifshewere

arrivingatasummerteaorcocktailpartyinthegardendistract.Sheisaboutfive

yearsolderthanStella.Herdelicatebeautymustavoidastronglight.Thereis

somethingabouthercertainmanner,atwellatherwhitecloths,thatsuggestsa

moth.](io)

そ して、 今 な お南 部 上 流 階 級 の 誇 りを持 っ て 、 ニ ュ ー ・オ ー リ ア ンズ にや っ て くる 。 次 の 台 詞

は、 そ れ を物 語 る 。

BLANCHE:Youhearme?Isaidstandup![Stellacompliesreluctantly]Youmessy

child,you,you'vespiltsomethingonthatprettywhitelacecollar!Aboutyourhair‐

yououghttohaveitcut血afeatherbobwithyourdaintyfeatures.Stella,youhavea
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maid,don'tyou?

STELLA:No.Withonlytworoomsit's

肌ANCHE:Whattworooms,(didyousay?

STELLA:Thisoneand[Sheisembarrassed.]

BLANCHE:Theotherone?[Shelaughssharply.Thereisanembarrassedsilenced(ii>

ス テ ラ は 、 貧 乏 な 暮 ら し も恥 じ よ う と は し な い 。 そ れ よ り も 、 ブ ラ ン チ の 過 去 の 栄 光 に す が っ

た 生 き方 を 諭 す 。

STELLA:Haven'tyoueverriddenonthatstreetcar?

BLANCHE:Itbroughtmehere.‐WhereI'mnotwantedandwhereI'mashamedtobe...

STELLA:Thendon'tyouthinkyoursuperiorattitudeisabitoutofplace?(ia>

そ し て 、 ス テ ラ は ブ ラ ン チ に そ の よ う に 言 っ て も 、 彼 女 を 肉 親 の 情 愛 で ス タ ン リ ー に や さ しい

言 葉 を ブ ラ ンチ に か け て や る よ う に と 、 ス タ ン リ ー に 懇 願 す る 。

STELLA:Andadmireherdressandtellhershe'sloolangwonderful.That'simportant

withBlanche.Herlittlewealrness!(is)

そ し て 、 さ ら に ブ ラ ン チ の 悪 行 が 露 見 す る と 、 ス テ ラ は ブ ラ ン チ を か ば う。

STELLA:Sheis.Shewas.Youdidn'tlrnowBlancheasagirl.Nobody,nobody,was

tendertrustingasshewas.Butpeoplelikeyouabusedher,andforcedherto

change.(14>

ブ ラ ン チ は 、 ア メ リ カ 南 部 と い う 因 習 的 道 徳 を 生 活 信 条 と す る 保 守 的 な 環 境 の 中 に あ っ て 、 し

か も 特 権 階 級 の 中 で 教 育 を 受 け て 育 っ た 一 人 で あ っ た 。 そ の 重 荷 を ブ ラ ン チ は 取 り去 れ な い 。

一 族 の 死 に よ っ て
、 自 由 に な っ た に も か か わ ら ず ブ ラ ン チ は 「家 」 を 背 負 っ て 生 き よ う と し た 。

ブ ラ ン チ に と っ て ス テ ラ を 頼 っ て ニ ュ ー オ ー リ ア ン ズ に や っ て く る とい う 苦 渋 の 決 断 は 、 南 部

の 特 権 階 級 で 生 を 受 け た ブ ラ ン チ に と っ て 、 ブ ル ジ ョ ワ ジ ー の 中 で 、 成 功 で き な か っ た 落 伍 者

だ と 自 ら 認 め る こ と で あ っ た 。 ブ ラ ン チ が 、 ア メ リ カ 南 部 社 会 で 信 じて き た 思 い や り と か 洗 練

さ れ た 優 雅 さ な ど の 価 値 観 が 時 代 遅 れ と な っ て ゆ く不 安 は 、 ア メ リ カ の 中 で も 異 質 な 社 会 で 生

き て き た 者 の 宿 命 で も あ ろ う 。
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3.ス タ ン リ ー との 戦 い

ス タ ン リー とブ ラ ンチ の 対 立 は、 こ の劇 の核 を なす もの で あ る。 す な わ ち、 虚 偽 と真 実 、 自

然 と文 明 、 肉体 と精 神 な ど、 劇 的 手 法 の一 つ で あ る コ ン トラス トが こ れ ほ どま で秀 逸 に描 か れ

て い る劇 は他 に類 をみ な い。

ウ ィ リ ア ム ズ の シ ンボ リズ ム は、 こ の二 人 の対 比 を鮮 や か にす る。 ス タ ン リー は色 鮮 や か な

原 色 の シ ャ ツ を着 て い る 。 そ れ に対 して ブ ラ ンチ は そ の フ ラ ンス 語 の名 前 の通 り、 白 い ドレス

で 登 場 す る。 服 装 だ け で は な い 。 ブ ラ ンチ は美 しさ を保 つ た め と気 持 ち を鎮 め る た め に いつ も

湯 船 につ か っ て い る。 反 対 に 、 ス タ ン リー は汗 ま み れ で あ る。 そ こ に は、 ま る で南 部社 会 の優

雅 で 貴 族 的 階級 の 人 間 と、 北 部 社 会 の工 業 化 社 会 の 人 間 の 対 比 が 描 か れ て い る よ うで あ る 。 そ

して 、 ブ ラ ンチ は ス タ ン リー の 家 の厄 介 者 で あ りな が らの ん び り と湯 船 につ か っ て 歌 を歌 っ て

い る。 そ ん なブ ラ ンチ に ス タ ン リー は苛 立 つ 。 そ ん な様 子 は、 次 の 場 面 で 描 か れ て い る。

[Blancheissinginginthebathroomasaccharinepopularballadwhichisused

contrapuntallywithStanley'sspeech.

STELLA:[toStanley]Loweryouvoice!

STANLEY:Somecanarybird,huh!(i5>

現 実 の世 界 で 荒 々 し く生 き るス タ ン リー に対 して 、 精 神 の尊 さ を説 くブ ラ ンチ と は、 最 初 か ら

そ の対 立 の 構 図 は で きあ が っ て い た 。 ブ ラ ンチ の つ ぎの 台 詞 か ら、 心 の 美 しさ 、 魂 の豊 か さ、

情 の 濃 や か さ とい うブ ラ ンチ像 が うか が え る。

肌ANCHE:...Acultivatedwoman,awomanofintelligenceandbreeding,canenricha

man'slife-immeasurably!Ihavethosethingstooffer,andthisdoesn'ttakethem

away.Physicalbeautyispassing.Atransitorypossession.Butbeautyofthemind

andrichnessofthespiritandtendernessoftheheart-andIhaveallifthosethings-

aren'ttakenaway,butgrow!Increasewiththeyears!.:(i6>

他 方 で、 ス タ ン リー の 台 詞 で は、 彼 の 現 実 的 な面 を如 実 に表 す 。

STANLEY:ThereissuchathinginthisstateofLouisianaastheNapoleoniccode,

accordingtowhichwhateverbelongstomywifeisalsomine-andviceversa.(17)

ブ ラ ンチ は 野 卑 な ス タ ン リ ー を憎 み な が ら も、 そ の魅 力 に い つ か は屈 す る と感 じて い る 。 ス
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タ ン リー もそ れ を最 初 か ら感 じて い た 。 しか し、 ブ ラ ンチ に とっ て は、 男 と女 の 駆 け引 きの相

手 と して は手 強 い相 手 で あ っ た 。 幾 人 も の女 性 を魅 了 して きたス タ ン リー に は、 ブ ラ ンチ の虚

偽 を見 抜 く技 も、 ブ ラ ンチ の 下 心 も見 通 し て い た 。 ブ ラ ンチ は 自分 自身 の価 値 観 を こ の ニ ュ ー

オ ー リ ア ンズ の 下 町 に も持 ち 込 も う とす る。 そ して 、 野 卑 なス タ ン リー に 自分 の い た世 界 の 優

雅 さ を説 く。 ブ ラ ンチ は 、 崩壊 した 南 部 社 会 を な お も引 きず る。 ス タ ン リー は む し ろ、 ス テ ラ

を壮 大 な邸 宅 に住 む プ ラ ン ター の 生 活 か ら引 き摺 り下 ろ した こ とに満 足 して い る。 対 立 す る二

人 に接 点 は ない 。 ス タ ン リー は、 ス テ ラ と の 肉体 も精 神 も満 ち足 りた生 活 に 侵 入 して き た ブ ラ

ンチ を許 す こ と は で きな い 。 ス タ ン リー に とっ て は 、 女 性 は生 活 の一 部 で あ り、 これ まで 自分

の魅 力 に屈 しない 女 性 は 言 葉 の暴 力 で 痛 め つ け て きた の であ ろ う し、 ま た 自分 の魅 力 に屈 しな

い 女性 は こ の世 に存 在 しな い とい う 自負 を も っ て生 きて きた ので あ ろ う。

ウ ィ リア ム ズ は ス タ ン リー を下 記 の よ う に描 写 す る。

[...Heisofmediumheight,aboutfivefeeteightornine,andstrongly,compactly

built.Animaljoyinhisbeingisimplicitinallhismovementsandattitude.Since

earliestmanhoodthecenteroプhislifehasbeenpleasurewithwomen,thegiv吻

andtakingofit,notwithweakindulgence,dependently,butwiththepowerand

prideofarichlyfeatheredmalebirdamonghens.Branchingoutfromthis

completeandsatisfyingcenterarealltheauxiliarychannelsofhislife,suchashis

heartinesswithmen,hisappreciationofroughhumor,hisloveof.gooddrinkand

foodandgames,hiscar,hisradio,everythingthatinhis,thatbearshisemblemof

thegaudyseed-bearer.Hesizeswomenupataglance,withsexualclassifications,

㎝ 廨 伽 α9θs伽 ん吻intohismindanddet〔Armin吻thewayhesmilesatthem.](18)

しか し、 ブ ラ ンチ も幾 人 もの男 性 を翻 弄 して きた 強 か さか らす る と、 ス タ ン リー か らブ ラ ンチ

に 甘 い 言 葉 を さ さや い て くれ る と感 じて い た こ とだ ろ う。 しか し、 こ の男 対 女 の ゲ ー ム は最 初

か ら決 着 が つ い て い た。 ス タ ン リー の 方 が 、 女 性 の 扱 い に は手 馴 れ た男 性 で あ り、 ブ ラ ンチ は

対 等 の 相 手 に は な りえ な い 。 ブ ラ ンチ は、 自 身 の魅 力 は年 齢 的 な容 貌 の衰 え よ り も、 そ れ を 上

回 る魅 力 が あ る とす る。 そ して そ れ は、 真 の男 性 な らそ れ を理 解 し、 ブ ラ ンチ の そ の魅 力 に ひ

ざ まず く自負 心 が 、 ス タ ン リー を挑 発 し て彼 が振 り向 くと思 って い る。 そ れ は し ょせ ん ブ ラ ン

チ の 一 人 よが りで あ り、 ス タ ン リー との 価 値 観 は 平 行 線 をた どる。 ス タ ン リ憎 に とっ て は、 た

だ の 婚 期 を逸 した ニ ン フ ォマ ニ アで 、 盗 み 酒 を す る 酔 っ払 い の ブ ラ ンチ が 自分 の 肉体 を投 げ 出

して 誘 惑 して い る、 と読 み取 った ス タ ン リ ー は、 言 葉 の 暴 力 か ら肉体 の暴 力 へ とエ ス カ レー ト

して ゆ く。 そ の 行 為 は、 一 見 して ス タ ン リ ー が ブ ラ ンチ をた だ征 服 した か の よ うに見 え る 。 し

か しそ れ は、 ブ ラ ンチ を 完全 に攻 落 させ な け れ ば な らない とい うス タ ン リー な りの思 惑 が そ こ
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にあった。ステラと誕生する子供 を守ろうとするなら、ブランチを追放することで十分なはず

だ。また、性欲の発露 と考えるならば、スタンリーにはもっと若 くて溌剌 とした女性 を手にい

れ られるという自負心もある。それならば、ブランチをもう二度 と起 き上がれないほどの精神

的、肉体的苦痛を与えて打ちのめしたその要因は、次のように推察できる。スタンリーが これ

まで積み重ねてきたもの、つ まり軍人として武勲をあげ、勝利の側に位置 してきたこと、そし

てセールスマンとしても企業内で優秀な成績をあげていたことなど、これまでの自分 自身に敗

北 という二文字は存在 しなかった。ステラという、貴族的階級の出身者 も手中に収めることが

で きたし、友人のなかで も一一目おかれる存在 となっている。そ して、誕生する子供のためにも

家庭を守 り、一家の主 としての威厳も保たねばならない。また、ステラやブランチが円柱のあ

るお屋敷 に君臨 して きたように、いわばニューオーリアンズの小さな一角に君臨してきたのが

ス タンリーである。地域の雄 としてのスタンリーにはブランチを、立ち上がれないほど打ちの

めさないことには、スタンリーが頂点に立つ勇者だという認知がえられない。 またブランチに

よってスタンリー夫婦の絆 を侵 される不安を拭い去るためもある。そういうもろもろの感情が

結集 した行為であった。 自身のこれまで信 じてきた価値観、信念の下に生 きてきたスタンリー

にとって、ブランチを破壊す ることこそ自身の生を確立できると感 じていたのであろう。それ

だけステラを愛 しているということにもなる。また、ステラもスタンリーのいない生活は考え

られない くらい、この二人には、どのような形であれ愛の絆が しっかりと根 をはっている。こ

の 『欲望 という名の電車』には、新旧文化の対立を描いているといわれる。すなわち旧い南部

の農業主義を破壊 し、新 しい機械文明を作 り上げてきたスタンリーに対 し、いつまでも旧い文

化にしがみついて、新 しい機械文明になじめず、物質至上主義を嫌悪する南部社会の代表 とし

てのブランチ、それぞれを新旧とした。知的なもの、洗練された文化を求める繊細 なブランチ

と野獣性 を発揮することで、戦場で生 き延び、そして現実的なものごとの考え方で資本主義社

会 を生き抜いてきたスタンリー、この二人を通して、滅びゆ く旧時代に生 きるものと、たくま

しく新時代に生 きるもののコン トラス トの絶妙 さが、この作品をより一層秀逸なものにしてい

る。

ウィリアムズが描 くブランチは、現代社会の非情と戦って、傷つ き敗北 した。女性に対 して

肉体 を武器にしてきたスタンリーにとって、陵辱という行為は、彼の王座 を示す必然的行為で

あるといえる。"We'vehadthisdatewitheachotherfromthebeginning!(19)"と スタンリーに

言わせたのは、ブランチの内面の抑えがたいリビドーが、性の権化のようなスタンリーにはわ

かっていた。そして、それに屈 してしまったブランチは、高邁な精神が愛の伴わない肉体の欲

望 に敗北 してしまったことになる。 しかしながら、痛ましい事件の加害者としてのスタンリー

は、刑罰はおろか、妻のステラか らもなじられなかったことや、地域の人々からも、なんの事

件 もなかったように、あるいはブランチがそこに存在 しなかったように、以前の営みが再開す

ることになる。それこそ、ブランチという一人の人間を抹殺 したことより、存在そのものが最
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初か ら否定 されていたことになる。 しかし、ステラはもちろんのこと、少なくとも隣人のユー

ニスあるいはミッチにとっては、ブランチがこの場所に存在 し、そして去ってゆく姿に憐憫の

情を示す。ともあれ、ユーニスがステラに言 う、"Lifehasgottogoon.(20)"と いう台詞からも、

人々の生活は継続してゆ く、いや継続 していかなければならない人問の苦悩が表現されている。

ウィリアムズは、ブランチに敗北を承知で戦わせる。それこそ、作者自身が作品の中で、描

こうとした主題の一つである。すなわち、文明の進歩に伴って、現代社会が非人間化 し、情緒

や詩情などが枯渇 している、そんな現代を憂ふウィリアムズの心情がそこにある。現実に生き

る人問の苦悩、挫折はウィリアムズにとっての叫びでもあり、それを鋭 く観察 し、それによっ

て人間の真実を探求しようとした。

ブランチが他者 と相容れない苦悩は、ウィリアムズの苦悩でもある。他者との精神的、肉体

的触れ合いを求め続けた行為は、まさに 「ブランチはわたしだ」 と語ったウィリアムズの思い

がそこにある。

おわ りに

人は一生 のうち幾人の人 と接するのだろうか。ブランチにとって、人間的関わ りを持 った

人々、すなわち父母や妹、夫、義弟、結婚相手になろうとした男性、それらの人々だれもがブ

ランチの苦悩を癒 してくれることはなかった。その第一の要因は、ブランチが真のコミュニケ

ーションを他者 ととれなかったことにある。

ブランチは、自分で自分の精神の高邁 さを認めてはいるが、他者が承認 してくれない。他者

に承認 されないことには、彼女の高邁な精神は存在 しない。そのため、 自分に敬意を払って く

れる人を必死で捜す。 しかし、その人はついに見つけられなかった。ブランチにすれば、自分

をよく知 り、親 しくなれば、彼女が高邁 な精神の持 ち主であると必ず承認 してくれると、確信

している。 しかし、それは見事に裏切られることになる。そ して、「見ず知 らずの他者」はブラ

ンチの過去を知 らない。だから、ブランチは 「見ず知 らずの人」、つまり他者を求め続ける。彼

女の身につけた優雅で、知的で、上品な振る舞いを承認されることが、彼女の生きてきた人生

の証 となるはずだった。その承認が重要になればなるほど、承認されないことが、いっそう不

安になる。ブランチは他者を理解するための手段 として、特に異性である他者には、性的関係

を通 して理解 しようとした。 しかし、ブランチは他者と肉体を触れあい、そこに他者がいると

いう確認をしても、内面の彼女は他者 に触れていない。結局、肉体 と精神は切 り離 されている

ことになる。他者か らの承認を得 られないブランチは、他者か ら自身が人間として価値がある

と承認 されたという虚偽のス トーリーを作 る。そして、自己が承認 した自分 と、他者が承認し

ない自分の間で、精神に狂いが生 じる。またブランチの場合、自分の価値観で他者を理解 しよ

うとする。しか し、同じ価値観の人間とは、それが容易 になるが、価値観の異なる人間とコミ
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ユ ニ ケ ー シ ョ ン不 足 の ま まで 、 理 解 しあ お う とす る と、 そ こに は 必 ず 軋轢 が 生 じる こ とに な る 。

そ れ は、 ア メ リ カ南 部 の広 大 な プ ラ ンテ ー シ ョ ンで生 を受 け た ブ ラ ンチ が 、 そ れ を宿 命 と受 け

止 め る不 器 用 な生 き方 を責 め る こ と はで き ない 。

最 後 の 安 ら ぎ を覚 え て 、"Whoeveryouare-Ihavealwaysdependedonthekindnessof

stra皿gers.(21)"と い う ブ ラ ンチ の 台 詞 が 象 徴 す る よ うに 、 ブ ラ ンチ が 真 に庇 護 を求 め る人 間 は 、

「見 ず 知 らず の 人 間 」 以外 に い な か っ た とい う こ とで あ る。 ブ ラ ンチ に とっ て最 後 の 他 者 とな る

医 者 とは 、 真 に コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン を と るべ き他 者 で もな い し、 も はや そ の必 要 もな い 。 た だ

や さ し く ブ ラ ン チ の腕 を とっ て 、 淑 女 の 尊 厳 を彼 女 に持 たせ て くれ た他 者 とな っ た の は せ め て

もの救 い とい え る だ ろ う。

ブ ラ ンチ が 虚 偽 で は な く、 最 後 に 真 実 を語 っ た こ とは 、 義 弟 ス タ ン リー に レイ プ され た とス

テ ラ に告 げ た こ とで あ る。 そ れ は 妹 の 保 護 も得 られ な い と悟 りなが ら、 真 実 を語 る ブ ラ ンチ の

敗 北 の 中 の 威 厳 が そ こ に あ る 。 虚 偽 で 塗 り固 め た ブ ラ ンチ の 人 生 の 終 幕 は真 実 で あ っ た が 、 そ

れ は ス テ ラに とっ て も、 ブ ラ ンチ に とっ て も苛 酷 な結 末 で あ っ た 。

結 局 、 こ の よ うに 考 え て ゆ く とブ ラ ンチ は だ れ と も心 の 通 い あ う真 実 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン

が で きな か っ た こ とに な る。 こ の こ とは、 わ れ われ が 生 き る現 代 社 会 へ の アイ ロニ ー で もあ り、

痛 烈 な批 判 と受 け止 め な けれ ば な らな い。

ブ ラ ンチ が 最 後 まで 戦 っ た 失 わ れ た 旧世 代 の 精神 の 高 邁 さ は、 こ の世 の ど こに も見 出 せ な か

っ た 。 そ れ こ そ 、 ウ ィ リア ム ズ が ブ ラ ンチ に負 け 戦 だ と知 りなが ら凄 絶 に 戦 わせ 、 わ れ わ れ に

そ の 意 義 を問 うて い る の で あ る。

この 論 文 の テ ー マ は 、 ブ ラ ンチ と南 部 に つ い て 論 述 して きた 。 本 論 で は 、 ブ ラ ンチ が 接 す る

人 々 と ブ ラ ンチ との 軋轢 を軸 に して 分 析 して きた 。根 底 にあ る ブ ラ ンチ が 南 部 を背 負 っ て 生 き

て きた こ とに よる 要 因 は 否 め ない 。 ブ ラ ンチ は 、 南 部 の 古 き良 き時代 の 富 や伝 統 に保 護 され て

生 き る こ と しか術 を知 らな い 。 そ して、 南 部 の 貴 族 的 社 会 の 洗 練 され た 文 化 に誇 りを持 ち続 け

て きた 。 そ の 南 部 の 精 神 の 幻 想 を破 る こ とが で き ない 。 そ して、 自分 で そ れ を破 る こ とが で き

な い ばか りか 、 他 者 に よ って そ の 幻 想 は破 壊 され る。 しか し、 ブ ラ ンチ は確 固 た る信 念 を もっ

て 敗 北 を覚 悟 で 戦 う。 だ か ら こそ 最 後 に ブ ラ ンチ が ポ ー カ ー を して い るス タ ン リ ーや 友 人 の 男

性 の 側 を通 る と き に、 ブ ラ ンチ は"Pleasedon'tgetup.1'monlypassingthrough.(22)"と 言 い、

男 た ち は"Thepokerplayersstandawkwardlyatthetable.(23)"と 傷 心 の ミッチ を除 い て 立 ち

上 る。 ブ ラ ンチ に 男 た ちが とっ た 行 動 は 、 彼 女 が 淑 女 と し て最 後 を終 え た とい う こ とで あ る 。

そ れ は、 狂 気 の なか に も南 部 を代 表 す る 淑 女 ブ ラ ンチ が 描 か れ 、 ウ ィ リ ア ム ズが 彼 女 に 送 る レ

クイ エ ム とな っ て本 作 品 の 終 焉 を飾 る。

文 明 社 会 の 恩 恵 を受 け てい る わ れ わ れ と して は、 と もす れ ば ブ ラ ンチ に代 表 さ れ る 文化 を愛

す る優 しい 繊 細 な心 情 を置 き去 りに しが ち で あ る。 わ れ わ れ は 、 そ れ を死 守 しよ う とす る ブ ラ

ンチ に、 共 感 を覚 え な い で は い られ な い 。 とい うの も、 現 代 で は経 済 的 な裕 福 さ を 追 い 求 め る
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あ ま り、 文 化 的 な 裕 福 さ を 二 義 的 な こ と だ と 考 え る こ と の ほ う が 多 い 。 そ れ ど こ ろ か 、 文 化 的

な 貧 し さ に 対 し て 、 関 心 が 薄 い の が 実 情 で あ る 。

と は い え ウ ィ リ ア ム ズ は 、 こ の 作 品 の ヒ ロ イ ン で あ る ブ ラ ン チ を ア メ リ カ 南 部 の 古 い 文 化 の

代 表 と し て 賞 賛 し、 彼 女 が 死 守 し よ う と し た 精 神 を た だ 美 化 し よ う と し た わ け で な い 。 彼 は 敗

北 者 を 凝 視 し、 そ の 深 奥 に 潜 む 醜 い 真 実 も 描 写 す る こ と を 忘 れ な か っ た 。 そ れ が 、 こ の 作 品 に

深 み を 与 え て い る 。 こ の こ とが 、 こ の 作 品 が 世 界 各 地 で 上 演 さ れ て き た 所 以 で あ ろ う。
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